
今 号 の 主 な 内 容
2／岡山県老人福祉大学閉講
3／岡山県総合社会福祉大会
4／全国老人クラブ大会
5／岡山県高齢者ゲートボール大会
6／高齢者地域リーダー研修会
7／岡山県高齢者グラウンド・ゴルフ大会
�／女子リーダーセミナー
�／消費者被害防止見守りサポーター
�／加入促進表彰
　　高齢者交通安全ニュース

̶岡山県老連だより̶
h t t p : / / o k a r o r e n . i n f o /

岡山
第12号

おかやま県老連だより
（通巻81号）

平成27年2月1日号
岡山県老連は50周年を機に愛称を『晴ればれシニア岡山』とし、広報紙の名称も変更しました。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
私
が
目
指
す
「
生
き
活

き
岡
山
」を
実
現
す
る
た
め
、「
教
育

県
岡
山
の
復
活
」「
地
域
を
支
え
る

産
業
の
振
興
」「
安
心
で
豊
か
さ
が

実
感
で
き
る
地
域
の
創
造
」
の
３
つ

を
重
点
戦
略
と
す
る
「
晴
れ
の
国

お
か
や
ま
生
き
活
き
プ
ラ
ン
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

危
機
的
な
状
況
に
あ
る
教
育
の
再

生
に
つ
い
て
は
、
そ
の
第
一
歩
と
な

る
落
ち
着
い
て
学
習
で
き
る
環
境
を

整
え
る
た
め
、
暴
力
行
為
対
策
や
非

行
防
止
を
図
る
学
校
警
察
連
絡
室
を

県
警
本
部
に
設
置
す
る
な
ど
、
再
生

に
向
け
た
取
り
組
み
を
関
係
機
関
や

地
域
住
民
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が

ら
、
多
角
的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
に
３
社

の
連
携
に
よ
り
食
料
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

の
形
成
を
目
指
す
企
業
立
地
が
実
現

す
る
な
ど
、
岡
山
県
の
優
れ
た
操
業

環
境
や
発
展
可
能
性
が
高
く
評
価
さ

れ
、
平
成
26
年
度
に
誘
致
し
た
企
業

の
投
資
総
額
が
過
去
15
年
間
で
最
高

に
達
し
ま
し
た
。　

　

今
年
は
、
岡
山
県
発
展
の
た
め
の

礎
と
な
る
こ
の
２
つ
の
最
重
要
課
題

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
着
実
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
医
療
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
な
ど
安
心
で
豊
か
さ
が

実
感
で
き
る
地
域
づ
く
り
へ
も
つ
な

が
る
好
循
環
を
生
み
出
し
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
し
て
、
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
人
口
減
少
問
題
に
つ
い

て
は
、
将
来
に
わ
た
り
本
県
の
活
力

が
維
持
で
き
る
よ
う
、
少
子
化
対
策

は
も
と
よ
り
、
産
業
振
興
や
雇
用
対

策
な
ど
講
ず
べ
き
対
策
の
方
向
性
を

と
り
ま
と
め
、
実
効
性
の
あ
る
施
策

を
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
11
月
に
は
、
岡
山
の
魅
力
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
る
第
１
回
お
か
や
ま
マ
ラ
ソ
ン

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
県
民
・
市
民
の

皆
様
が
ラ
ン
ナ
ー
、
観
客
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
参
加

し
、
一
緒
に
盛
り
上
が
る
こ
と
が
で

き
る
大
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
県

外
か
ら
の
参
加
者
に
は
、「
晴
れ
の

国
お
か
や
ま
」
を
体
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
併
せ
て
、
昨
年
、
東
京
・
新
橋

に
オ
ー
プ
ン
し
た
首
都
圏
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
と
っ
と
り
・
お
か
や
ま

新
橋
館
」
を
中
心
に
、
岡
山
の
良
さ

を
全
国
に
向
け
強
力
に
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
県
政
の
基
本
目
標
で

あ
る
全
て
の
県
民
が
明
る
い
笑
顔
で

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
「
生
き
活
き

岡
山
」
の
実
現
に
向
け
、
さ
ら
な
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
全
力
で

取
り
組
み
、
県
民
の
皆
様
が
住
ん
で

い
て
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
岡
山

県
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
、
一
層
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
27
年
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

し
た
。

　

昨
年
は
皆
様
も
御
承
知
の
通
り
、

自
然
災
害
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
し

た
。
台
風
、
集
中
豪
雨
、
火
山
の
噴

火
、
地
震
等
が
こ
れ
で
も
か
、
こ
れ

で
も
か
と
次
々
に
起
こ
り
、
ま
さ
に

暴
れ
馬
の
よ
う
な
年
で
し
た
。

　

さ
て
、
わ
が
岡
山
県
老
連
は
平
成

26
年
度
の
重
点
目
標
と
し
て
次
の
３

つ
を
掲
げ
、
現
在
、
各
種
事
業
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
第
一
は
「
仲
間
を

広
げ
る
加
入
促
進
運
動
の
推
進
と
魅

力
あ
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り
」。
第
二
は

「
会
員
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
取
組

み
」。
第
三
は
「
地
域
を
豊
か
に
す

る
社
会
活
動
」
で
あ
り
ま
す
。
特
に

会
員
加
入
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
平

成
26
年
度
か
ら
５
カ
年
で
２
万
５
千

人
（
岡
山
市
老
連
を
含
む
）
増
員
計

画
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。現
在
、

ク
ラ
ブ
会
員
皆
様
に
ご
協
力
を
頂
き

な
が
ら
加
入
促
進
を
し
て
頂
い
て
い

る
最
中
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で

も
争
点
と
な
り
ま
し
た
人
口
減
少
社

会
へ
の
対
応
と
し
て
、
大
都
市
集
中

を
避
け
、
地
方
都
市
に
活
力
を
つ
け

よ
う
と
す
る
「
地
方
創
生
」
も
大
き

な
議
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
10
年
先
の
２
０ 

２
５
年
に
は
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世

代
の
人
が
75
才
に
な
る
と
介
護
、
医

療
、
保
険
制
度
を
変
え
な
い
と
人
的

資
源
に
も
財
政
的
に
も
や
っ
て
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
高
齢
者

の
う
ち
元
気
な
人
が
支
え
る
側
に
立

ち
、
地
域
の
人
に
も
協
力
し
て
頂
く

仕
組
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
明
日
は

我
が
身
と
思
え
ば
協
力
す
る
の
も
苦

に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
老
人

ク
ラ
ブ
の
評
価
も
上
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
新
し
い
年
の
干
支

は
未
で
す
。
穏
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
で

す
。
ク
ラ
ブ
会
員
な
ら
び
に
御
家
族

が
平
穏
に
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
る
よ

う
御
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
御
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

公益財団法人
岡山県老人クラブ連合会
　　会長　松尾 武司

新年挨拶

岡山県知事　伊原木 隆太

全ての県民が明るい笑顔で暮らす
「生き活き岡山」を目指して

1　2015 年（平成 27 年）2 月 1日 おかやま県老連だより「晴ればれシニア岡山」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　

高
齢
者
が
心
身
共
に
健
康
で

自
立
し
た
毎
日
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
る
よ
う
、
広
い
視
野
に

立
ち
、
様
々
な
も
の
を
学
び
、

考
え
、
身
に
つ
け
る
た
め
に
本

大
学
を
開
講
し
ま
し
た
。

　

６
月
５
日
岡
山
会
場
を
皮
切

り
に
、
県
下
４
地
域
で
実
施

し
、
11
月
27
日
の
倉
敷
会
場
の

閉
講
を
持
っ
て
全
日
程
を
終
了

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
８
２
５

名
の
方
が
受
講
さ
れ
、
こ
の
う

ち
６
７
８
名
の
方
が
無
事
所
定

の
講
義
を
修
了
さ
れ
ま
し
た
。

修
了
者
の
内
、
栄
誉
賞
（
こ
れ

ま
で
に
８
回
受
講
）
27
名
、
奨

励
賞（
こ
れ
ま
で
に
３
回
受
講
）

１
２
２
名
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ

れ
、
ま
た
今
年
度
よ
り
栄
誉
賞

受
賞
済
み
の
方
に
は
受
講
料
を

無
料
に
し
、
73
名
の
方
が
受
講

さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
皆
さ
ん
に
頂
い
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
ご
意
見
・
ご
要
望

を
次
年
度
の
老
人
福
祉
大
学
の

企
画
・
運
営
の
参
考
に
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
予
定
し
て
い
る
平
成
27

年
度
の
講
師
の
先
生
方
は
次
の

通
り
で
す（
会
場
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
講
師
の
都
合
等
に
よ
り
、

講
師
の
先
生
お
よ
び
講
義
内
容

が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
）。
来
年
度
の
受
講
生
の
募

集
は
４
月
上
旬
頃
に
市
町
村
老

連
を
通
じ
て
ご
案
内
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
方

の
ご
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
太
田 

健
一 

先
生

 

（
山
陽
学
園
大
学 

名
誉
教
授
）

◆
猪
木 

正
実 

先
生

 

（
フ
リ
ー
編
集
記
者
）

◆
發
坂 

耕
治 

先
生

　
（ 

岡
山
県
南
部
健
康
づ
く
り
セ

ン
タ
ー 

理
事
・
保
健
部
長
・

附
属
診
療
所
長
・
医
師
）

◆
住
宅 

正
人 

先
生

　
（ 

桃
太
郎
の
か
ら
く
り
博
物

館　

館
長
・
気
象
予
報
士
）

◆
桂 
米
裕 

先
生

　
（ 
落
語
家
・
矢
掛
町
多
聞
寺

副
住
職
）

〈
講
義
内
容
〉

６
月

「
１
日
の
適
量
っ
て
？
手
ば
か
り
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
! !
」

　
　

全
国
健
康
保
険
協
会
岡
山
支
部

�

保
健
グ
ル
ー
プ
管
理
栄
養
士　

清
家　

李
恵　

氏　

７
月

　
「
番
組
制
作
の
裏
側
」

 

テ
レ
ビ
せ
と
う
ち
報
道
制
作
部
長　

天
野
憲
一
郎　

氏　
�

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー　

遠
藤　

美
穂　

氏　

�

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

浅
井　

批
文　

氏　

９
月

　
「
か
し
こ
い
老
後
、た
の
し
い
老
後
を
過
ご
す
為
の
知
恵
！
」

 

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー　

三
上　

雅
也　

氏　

10
月

　
「
元
気
体
操
で
生
き
活
き
ラ
イ
フ
　

　—

し
っ
か
り
動
い
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
! !—

」

　
　

岡
山
県
南
部
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

�

運
動
指
導
員　

森
下　

明
恵　

氏　

11
月

　
「
笑
う
門
に
は
福
（
健
康
）
来
る
」

 

落
語
家　

雷
門　

喜
助　

師
匠

岡
山
県
老
人
福
祉
大
学 

閉
講

岡
山
県
老
人
福
祉
大
学 

閉
講

平成26年度
（第39次）

2015 年（平成 27 年）2 月 1日　2

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　

平
成
26
年
度
岡
山
県
総
合
社

会
福
祉
大
会
が
平
成
26
年
10
月

９
日
、
岡
山
市
民
会
館
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・

岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
を
は

じ
め
と
す
る
社
会
福
祉
関
係
団

体
（
９
団
体
）
が
共
同
し
て
開

催
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で

県
老
連
単
独
で
開
催
し
て
い
た

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
（
表
彰
・
講

演
）
は
、合
理
化
を
図
る
た
め
、

こ
の
大
会
の
中
で
合
同
で
開
催

す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　

会
は
式
次
第
に
従
い
、
藤
本

共
同
募
金
会
長
の
開
会
宣
言
で

始
ま
り
、
国
歌
斉
唱
、
黙
と
う

に
続
い
て
、
山
岡
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
よ
り
開
会
挨
拶
、
次

に
伊
原
木
県
知
事
よ
り
激
励
の

こ
と
ば
を
い
た
だ
き
、
表
彰
に

移
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
岡
山

県
議
会 

小
田
圭
一
議
長
、
岡

山
県
市
長
会
会
長 
黒
田
晋
氏

（
玉
野
市
長
）、
岡
山
県
町
村
会

会
長 

河
島
建
一
氏
（
久
米
南

町
長
）
よ
り
お
祝
い
の
こ
と
ば

を
頂
き
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
は
「
誰
も
が
幸

せ
に
生
き
る
た
め
に
」
と
題

し
、 

古
屋
和
雄
氏
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
文
化
外
国
語

専
門
学
校
長
）
に
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
阪
神
淡
路
大
震

災
の
際
、ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し

て
現
場
に
入
り
人
間
味
あ
ふ
れ

る
レ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
は
じ
め
、「
誰
も
が

幸
せ
に
生
き
る
た
め
」
に
は
、

競
争
で
は
な
く
共
生
社
会
の
実

現
が
必
要
な
こ
と
を
お
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
表
彰
に
移
り
岡
山
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表

彰
の
受
賞
代
表
者
と
し
て
松

村
憲
利
氏
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰 

各
部
門
の
受
賞
者

は
次
の
通
り
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
運
営
功
労
者

 

53
名

《
玉

野

市
》 

鈴
木　

吉
弘

　

矢
野　

慶
三 

香
川
八
重
子

　

余
傳　

福
正 

坊
寺　

美
彦

　

土
岐　
　

守

《
備

前

市
》 

寺
見　

史
朗

《
瀬
戸
内
市
》 

山
口　

史
郎

　

松
村　

憲
利 

野
坂　

幸
夫

　

山
本　

敬
江

《
赤

磐

市
》 

江
原　

光
郎

　

中
永
征
太
郎

《
吉
備
中
央
町
》 

松
井　

正
壽

　

城
本　
　

將

《
倉

敷

市
》 

末
永　

征
基

　

三
宅　

恒
昌 

佐
々
木
繁
樹

　

藤
原　

久
志 

中
村　
　

博

　

廣
田　
　

博 

生
田　

雅
彦

　

下
畠　

重
春 

高
橋　

常
太

　

安
原　

尚
一 

伊
藤　

貞
良

　

福
武　

石
夫

《
笠

岡

市
》 
松
田　

勝
由

　

小
林　

祥
人

《
井

原

市
》 

細
川　

卓
志

《
総

社

市
》 

平
田　

邦
彦

　

内
山　

克
良 

渡
辺　

哲
男

《
高

梁

市
》 

戸
清
榮
一
郎

　

岩
原　

忠
正 

水
川　

利
之

　

中
迫　

義
隆

《
新

見

市
》 

林　
　
　

博

　

荒
木　

章
男

《
浅

口

市
》 

応
本　

義
朗

　

遠
藤　

昭
二

《
里

庄

町
》 

小
野　
　

昇

《
矢

掛

町
》 

妹
尾　
　

光

　

鈴
木　
　

功

《
津

山

市
》 

髙
山
幸
之
輔

　

渡
邉　

健
治

《
真

庭

市
》 

題
佛　
　

祐

《
美

作

市
》 

井
並　

重
幸

　

山
下　

弘
美 

山
下　
　

實

　

高
坂　

昌
助

《
勝

央

町
》 

青
井　

壽
一

《
奈

義

町
》 

浅
野　

克
己

老
人
ク
ラ
ブ
運
営
協
力
者

 

27
名

《
赤

磐

市
》 

石
原　
　

弘

　

石
原　

大
成

《
倉

敷

市
》 

佐
々
木
良
子

　

松
尾
居
津
江 

江
口
美
智
子

　

妹
尾　

敬
子 

竹
内　
　

豊

　

塩
津　

英
雄 

森
谷　

勇
征

《
井

原

市
》 

藤
森
冨
美
子

　

三
宅　

正
人

《
新

見

市
》 

藤
原　

允
子

　

小
川　

浩
一 

藤
本　

明
久

　

舩
越　
　

英 

槙
原　

光
男

《
浅

口

市
》 

中
嶋　
　

嶺

　

久
戸
瀬
晴
子 

岡
辺　

好
敏

《
津

山

市
》 

薮
木　
　

稔

　

多
久
和
健
子 

沼　

多
津
子

　

市
村　

道
恵

《
真

庭

市
》 

仲
島　
　

保

《
美

作

市
》 

和
田
真
砂
子

《
鏡

野

町
》 

定
久　

正
義

《
久
米
南
町
》 
森
尾　

敏
子

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

 

15
団
体

《
赤
磐
市
》尾
谷
区
老
人
ク
ラ
ブ

《
倉
敷
市
》明
和
ク
ラ
ブ

《
高
梁
市
》玉
川
親
友
会 

　
　

《
新
見
市
》ゆ
ず
り
は
城
楽
会

　
　
　
　 

昭
和
町
地
区
寿
会

《
浅
口
市
》立
石
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　 

木
ノ
元
長
寿
会 　
　

《
津
山
市
》高
野
八
区
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　 

旭
ヶ
丘
三
寿
会

　
　
　
　 

健
生
会

《
美
作
市
》中
筋
ク
ラ
ブ

　
　
　
　 

福
寿
会
真
神

　
　
　
　 

粟
野
老
人
ク
ラ
ブ

《
奈
義
町
》桜
美
会

《
久
米
南
町
》誕
生
寺
地
区

　
　
　
　   

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

瀬
戸
内
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ひ
ま
わ
り
会 

玉
津
地
区
会
長　

 

松
村 

憲
利

　

こ
の
度
は
、
私
の
様
な
未
熟

者
が
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
よ
り
多
大
な
賞
を
受
け
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
の
も
瀬
戸
内

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
は
じ

め
、
ひ
ま
わ
り
会
皆
様
方
の
ご

指
導
の
賜
物
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
一
層
努
力

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

※ 
誌
面
の
都
合
上
、
掲
載
は
受
賞
代

表
者
お
一
人
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
、
ご
了
承
下
さ
い
。

岡 山 県 総 合
社会福祉大会
（岡山県老人クラブ大会）

◆
老
人
福
祉
功
労（
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
）

《
岡
山
市
南
区
》 

小
橋　

二
郎

　

仁
科　

満
喜

《
倉

敷

市
》 

小
野　

幸
助

　

土
倉　

綾
子 

中
井　
　

弘

《
真

庭

市
》 

稲
田
冨
美
子

◆
老
人
福
祉
功
労（
老
人
ク
ラ
ブ
）

《
岡
山
市
南
区
》第
２
宗
津
成
美
会

　
　
　
　 

並
一
和
楽
会

《
岡
山
市
北
区
》平
野
み
ど
り
会

《
倉
敷
市
》永
楽
ク
ラ
ブ

　
　
　
　 

シ
ニ
ア
北
川
西

《
赤
磐
市
》沼
田
睦
会

《
新
見
市
》井
倉
松
寿
会

　
　
　
　 

田
治
部
下
老
人
ク
ラ
ブ

《
津
山
市
》田
中
健
康
ク
ラ
ブ

◆
老
人
福
祉
功
労（
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
）

《
岡
山
市
南
区
》 

逢
坂　

澄
夫

《
岡
山
市
中
区
》 

影
山　

廣
和

《
岡
山
市
北
区
》 

片
山　

琢
美

　

三
垣　
　

修

《
岡
山
市
東
区
》 

徳
田　

耕
一

《
倉

敷

市
》 

板
谷
登
美
江

　

井
上　

晴
夫 

太
田　

穗
積

　

小
田　

景
二 

貝
原　

昭
子

《
新

見

市
》 

田
渕　

延
夫

　

松
永　

静
人 

三
輪　
　

智

　

森
岡
百
合
子

◆
老
人
福
祉
功
労（
老
人
ク
ラ
ブ
）

《
岡
山
市
南
区
》飽
浦
倖
会

　
　
　
　 

浜
野
松
寿
会

《
岡
山
市
北
区
》栢
谷
紅
葉
ク
ラ
ブ

《
倉
敷
市
》田
和
第
二
老
人
悠
遊
ク
ラ
ブ

　
　
　
　 

南
浦
東
若
葉
会

　
　
　
　 

弁
財
天
東
福
寿
会

《
吉
備
中
央
町
》西
老
人
ク
ラ
ブ

《
新
見
市
》三
光
会

　
　
　
　 

高
瀬
高
成
会

　
　
　
　 

矢
戸
第
三
老
人
ク
ラ
ブ

《
高
梁
市
》第
２
白
寿
会

《
真
庭
市
》早
川
会

《
岡

山

市
》
泉
田
白
寿
会

《
倉

敷

市
》
水
島
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

《
津

山

市
》
津
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

津
山
支
部

《
吉
備
中
央
町
》
納
地
老
人
ク
ラ
ブ

伊原木岡山県知事あいさつ

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

岡
山
県
保
健
福
祉
部
長
表
彰

山
陽
新
聞
社
会
事
業
団
理
事
長
感
謝
状

岡
山
県
知
事
表
彰

3　2015 年（平成 27 年）2 月 1日



第
43
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
開
催

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

�

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

　

こ
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も
と

に
平
成
26
年
11
月
13
日
・
14
日

の
２
日
間
、
大
分
県
に
全
国

か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
者
・
行

政
並
び
に
社
会
福
祉
協
議
会
等

の
老
人
ク
ラ
ブ
担
当
役
職
員
な

ど
１
、６
０
０
名
が
別
府
市
国

際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
）
に
集
結

し
ま
し
た
。

　

超
高
齢
社
会
の
到
来
の
な
か

で
要
介
護
者
の
増
加
、
高
齢
者

の
孤
立
・
高
齢
消
費
者
被
害
の

拡
大
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
取

り
組
む
ク
ラ
ブ
活
動
の
展
開
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
大
会
で
の
活
動
交
流
部
会

で
は
第
１
部
会
、
ク
ラ
ブ
の
活

性
化
、
会
員
増
強
、
第
２
部
会

　

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
、

第
３
部
会　

演
じ
る
活
動
の
３

部
会
で
岡
山
県
老
連
か
ら
の
参

加
者
８
名
は
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ

て
参
加
交
流
し
ま
し
た
。又「
地

域
づ
く
り
と
高
齢
者
の
役
割
～

今
大
切
な
こ
と
～
」
と
題
し
て
、

豊
の
国
宇
佐
市
塾
代
表
、
教
覚

寺
住
職　

平
田
崇
英
氏
の
記
念

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
田
崇
英
氏
の
主
な
略
歴
：

　

龍
谷
大
学 

地
域
づ
く
り
団
体

　

豊
の
国
宇
佐
市
塾
生
代
表
、

　

 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
教
覚
寺

住
職
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

主 

な
内
容
：
老
人
ク
ラ
ブ
に

入
っ
て
感
じ
た
こ
と

　

 

宇
佐
海
軍
航
空
隊
の
歴
史
に

取
り
組
む
（
平
和
を
学
ぶ
伝

承
活
動
）

　

 

す
ば
ら
し
い
地
域
と
は
？　

な
ど
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

大�

会�

宣�

言

一
、
老
人
ク
ラ
ブ「
１
０
０
万
人

会
員
増
強
運
動
」
の
展
開

一
、
健
康
寿
命
を
の
ば
す
「
健

康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活

動
」
の
充
実

一
、
生
活
を
支
援
す
る
「
地
域

支
え
合
い（
友
愛
）活
動
」

の
推
進

一
、
消
費
者
被
害
防
止
に
向
け

た
活
動
の
実
践

一
、
高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ

る
社
会
保
障
制
度
の
確

立

　

以
上
、
５
つ
の
事
項
の
実
践

を
誓
い
合
い
、
全
国
の
仲
間
と

固
い
絆
を
結
ぶ
大
分
県
別
府
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

岡
山
県
老
連
参
加
８
名
、
岡

山
市
老
連
参
加
６
名
は
全
て
の

行
動
を
共
に
し
ま
し
た
。

　

岡
山
県
老
連
関
係
受
賞
者
は

次
の
通
り
で
す
。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
表
彰

【
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
表
彰
】

◇
津
山
市　

藤
本　
　

毅

◇
備
前
市　

井
上　

邦
允

◇
倉
敷
市　

岡
本　

年
郎

◇
岡
山
市　

山
上　
　

勤

【
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
】

◇
玉
野
市　
奥
玉
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

◇
真
庭
市　

顆
山
会

【
優
良
群
市
区
町
村

�

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
】

◇
新
見
市　

新
見
市
大
佐
地
区

 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

こ
の
日
は
南
国
九
州
の
屋
根

と
い
わ
れ
る
名
山
に
初
冠
雪
を

遠
望
し
、
日
本
一
を
誇
る
湯
の

郷
別
府
市
の
温
か
い
歓
迎
と
お

も
て
な
し
に
感
謝
感
激
し
、
多

く
の
思
い
出
を
残
し
た
２
日
間

の
全
国
大
会
で
あ
り
ま
し
た
。

全
て
を
語
り
尽
く
せ
な
い
の
が

残
念
で
す
。
い
ず
れ
又
の
機
会

に
…
。

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

副
会
長　

藤
本 

毅

第
43
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
参
加
し
て

2015 年（平成 27 年）2 月 1日　4

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



鏡
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長　

安
藤
美
雄

　

第
１
回
岡
山
県
高
齢
者
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
10
月
24
日

㈮
鏡
野
ド
ー
ム
に
於
い
て
開

催
、
無
事
修
了
致
し
ま
し
た
。

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
感
謝
す
る
と
共
に
報
告
を

し
、
ご
意
見
等
を
戴
き
、
今
後

の
活
動
の
参
考
に
致
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
御
座

い
ま
し
た
。

●
大
会
開
催
へ
の
道

　

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、
平
成
24
年
度
に
50
周
年

記
念
事
業
と
し
て
『
高
齢
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
』

を
行
う
事
に
な
り
ま
し
た
が
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
予
定

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
会

員
の
中
に
は
少
数
と
は
云
え
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い

る
人
が
居
る
の
で
、
是
非
、
県

大
会
を
開
催
し
て
欲
し
い
と
再

三
要
望
、
や
っ
と
県
大
会
の
開

催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
チ
ー
ム
プ

レ
ー
で
有
る
こ
と
か
ら
絆
を
作

り
、
考
え
る
事
か
ら
今
、
社
会

的
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
認
知

症
予
防
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん

が
テ
レ
ビ
の
前
で
手
に
汗
を
握

り
応
援
を
し
て
居
る
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
や
湯
郷
ベ
ル
は
個
人

プ
レ
ー
で
は
な
く
、
お
互
い
に

助
け
合
う
絆
プ
レ
ー
で
す
。

　

全
国
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
で

は
、
日
本
で
生
ま
れ
た
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
国

体
の
競
技
種
目
に
加
え
る
よ
う

運
動
中
で
、
現
在
は
公
開
競
技

で
す
が
、
国
際
化
さ
れ
今
年
度

の
第
11
回
世
界
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
は
、
新
潟
に
20
ヶ

国
・
96
チ
ー
ム
が
集
い
ま
し
た

（
鳥
取
が
２
位
、岡
山
は
16
位
）。

●
準 

備

　

山
上
会
長
の
時
、
事
務
局
長

と
会
場
視
察
に
来
町
、そ
の
時
、

町
長
に
面
談
し
、
協
賛
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
山
田
養
蜂
場

へ
も
ご
案
内
を
致
し
、
協
力
要

請
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

し
て
実
行
は
松
尾
会
長
に
と
繋

が
れ
ま
し
た
が
、
担
当
事
務
局

は
初
め
て
で
大
変
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
大
会
要
綱
を
作
る
に

も
打
ち
合
わ
せ
と
訂
正
が
あ
り

ま
し
た
。

●
趣 

旨

　

県
下
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
を

は
じ
め
地
域
高
齢
者
が
本
大
会

を
通
じ
、
頭
を
使
い
考
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
認
知
症
を
予
防

し
、
更
な
る
健
康
を
維
持
・
増

進
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図

る
こ
と
及
び
相
互
の
交
流
と
親

睦
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活

を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

●
参
加
チ
ー
ム

　

岡
山
・
倉
敷
は
２
チ
ー
ム
、

他
は
１
チ
ー
ム
の
32
チ
ー
ム
の

参
加
で
し
た
が
、
４
市
４
町

１
村
の
不
参
加
が
有
り
ま
し

た
。連
絡
し
た
処
、「
知
ら
な
い
、

聞
い
て
居
な
い
」
と
の
事
、
連

絡
の
不
徹
底
で
し
た
。
不
足
分

の
補
充
は
可
能
で
し
た
が
…
今

回
は
こ
れ
で
行
く
と
の
指
示
で

不
足
の
ま
ま
の
開
催
!!

●
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

主
管
の
県
協
の
実
務
を
務
め

た
鏡
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
、
協
会

の
皆
さ
ん
に
は
ご
苦
労
様
で
し

た
。
又
協
賛
を
お
願
い
致
し
ま

し
た
株
式
会
社
山
田
養
蜂
場

様
に
は
、
お
礼
を
申
し
上
げ
今

後
の
ご
支
援
を
お
願
い
致
し

ま
す
。優　勝 浅口市 浅口GBクラブ

準優勝 備前市 備前さつき
３　位 新見市 新見市老連
４　位 和気町 和気　益原

敢闘賞

玉野市 玉 野 市
赤磐市 あ か い わ
真庭市 美甘チーム
倉敷市 倉 敷 B

第１回岡山県高齢者ゲートボール大会

上位入賞チームは次の通りです。おめでとうございました。

第1回岡山県高齢者ゲートボール大会
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高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
岡
山
市
政
令
指
定
都
市
の

移
行
に
伴
い
、
岡
山
市
老
連

は
県
老
連
を
離
れ
独
立
致
し

ま
し
た
。
今
、
手
探
り
の
状

態
で
１
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
思
い
返
し
て

み
ま
す
と
、
平
素
か
ら
多
彩

な
活
動
を
通
し
て
知
識
や
経

験
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
津
山
、
倉
敷
と
女
性

研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
多
く
の
方
と
の
交
流

の
中
に
貴
重
な
お
話
も
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
私
の
宝
物
と

し
て
い
ま
す
。
又
特
に
「
女

性
の
化
粧
」
の
研
修
会
で
は

美
し
く
生
き
活
き
と
し
た
変

わ
り
よ
う
に
「
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
を

言
っ
て
下
さ
っ
た
時
は
、
や

は
り
女
性
の
元
気
な
活
力
の

原
点
は
、
お
化
粧
、
お
し
ゃ

れ
か
な
と
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
づ
く

り
も
大
切
な
研
修
の
場
で
す

ね
。

　
今
年
度
の
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
は
、
男
性
、
女
性
の
リ
ー

ダ
ー
が
集
い
、
最
後
の
グ

ル
ー
プ
討
議
の
時
間
は
グ

ル
ー
プ
討
議
を
す
る
グ
ル
ー

プ
と
小
物
作
り
を
す
る
グ

ル
ー
プ
の
二
手
に
別
れ
て
行

わ
れ
、
大
変
良
い
研
修
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

同
じ
気
持
ち
で
は
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
グ
ル
ー
プ
討

議
の
時
、
女
性
参
加
者
は
１

時
間
、
折
紙
細
工
を
勉
強
し

有
意
義
な
研
修
で
終
わ
り
ま

し
た
。
男
性
の
方
も
何
名
か

は
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
細
か
い
色
紙
で
折
る
作

業
で
す
が
、
熱
心
に
大
き
な

指
で
一
生
懸
命
作
ら
れ
る
姿

に
感
動
す
る
と
と
も
に
、
立

派
な
巾
着
袋
が
出
来
上
が
っ

た
時
の
表
情
は
何
と
も
言
え

な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
に
持
ち
帰
っ
て
会
員
さ

ん
に
教
え
て
下
さ
っ
た
と
聞

き
、
誠
に
嬉
し
い
限
り
で

す
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
女
性

の
立
場
に
な
っ
て
の
お
心
遣

い
だ
っ
た
の
で
は
と
感
じ
ま

し
た
。

　
今
年
度
か
ら
全
老
連
の
運

動
は
、「
消
費
者
被
害
防
止
」

と
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強

運
動
」
の
２
つ
で
す
。
又
女

性
委
員
会
の
テ
ー
マ
は
「
女

性
会
員
の
力
を
地
域
や
ク
ラ

ブ
で
発
揮
し
よ
う
」
で
す
。

27
年
に
向
け
て
は
、
市
町
村

が
中
心
と
な
っ
て
地
域
の
支

え
合
い
の
仕
組
み
作
り
、
高

齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い

く
取
り
組
み
が
始
ま
る
中

で
、
高
齢
者
自
身
も
担
い

手
と
し
て
大
き
く
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
テ
ー
マ
「
の

ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お

う
！
地
域
づ
く
り
を
」
は
や

は
り
健
康
な
高
齢
者
で
な
い

と
出
来
な
い
こ
と
で
す
。
自

律
し
た
生
活
、
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
の
実
現
に
向
か
っ

て
、
仲
間
や
高
齢
者
が
共
に

取
り
組
ん
で
行
き
住
み
よ
い

安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
を

め
ざ
し
た
い
も
の
で
す
。
そ

れ
に
は
、
先
輩
達
の
築
か
れ

た
「
必
ず
や
る
」
と
い
う
実

行
行
動
力
を
大
切
に
受
け
継

い
で
行
き
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
心
構
え
を
身
に

つ
け
る
為
に
は
、
更
に
実
り

多
い
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
場
を

求
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
高
齢
者
地
域

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
は
「
豊
か
な

活
力
あ
る
長
寿
社
会
を
実
現
し

て
い
く
た
め
、
当
面
す
る
課
題

に
つ
い
て
研
究
討
議
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
高
齢
者
リ
ー
ダ
ー

の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
」
を

目
的
と
し
て
、
単
位
ク
ラ
ブ
の

正
・
副
会
長
等
の
役
員
を
は
じ

め
、
市
町
村
老
連
事
務
担
当

者
、
老
人
ク
ラ
ブ
以
外
の
地
域

高
齢
者
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
等
高

齢
者
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方
を

対
象
に
積
極
的
な
参
加
を
呼
び

か
け
、
下
記
日
程
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
はm

otto

ひ
ょ
う
ご

事
務
局
長　

栗
木 

剛
先
生
に

「
こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
に

期
待
す
る
こ
と
」
と
題
し
講
演

を
依
頼
し
ま
し
た
が
、
日
程
調

整
が
つ
か
ず
先
生
の
講
演
は
津

山
会
場
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

27
年
度
は
残
り
５
会
場
へ
先
生

を
お
呼
び
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

◆
開
催
期
日
と
場
所

岡
山 

６
月
26
日
㈭ 

１
５
５
名 

 

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ　
　
　

東
備 

９
月
12
日
㈮ 

58
名

 

和
気
町
役
場　
　
　
　
　

 

教
養
室
・
会
議
室

倉
敷 

７
月
29
日
㈫ 

１
０
７
名

 

く
ら
し
き
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ

高
梁 

９
月
３
日
㈬ 

83
名

 

高
梁
総
合
文
化
会
館　

他

津
山 

９
月
９
日
㈫ 

84
名

 

津
山
市
総
合
福
祉
会
館　

美
作 

10
月
２
日
㈭ 

56
名

 

湯
郷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

合
計 

５
４
３
名

◆
研
修
内
容

①
事
業
説
明

　

 「
平
成
26
年
度
県
老
連
事
業

に
つ
い
て
」
県
老
連
事
務
局

②
講
義

　

⑴ 

「
今
後
の
県
老
連
の
運
営

方
針
に
つ
い
て
」
県
老
連

会
長　

松
尾 

武
司

　

⑵ 

「
こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ

ブ
に
期
待
す
る
こ
と
」

　
　

m
otto

ひ
ょ
う
ご

　
　

事
務
局
長　

栗
木 

剛
氏

 

（
津
山
会
場
の
み
）

　
　

県
老
連
常
務
理
事

 

滝
川 

誠
一

③ 

グ
ル
ー
プ
討
議
「
２
万
５
千

人
会
員
増
強
運
動
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」

　
 

小
物
作
り
教
室
「
折
り
紙
、

手
芸
な
ど
」

④
全
体
会
・
閉
会

　

 

グ
ル
ー
プ
報
告
、
ま
と
め
、

意
見
交
換
等

　

こ
れ
ま
で
の
研
修
会
の
報
告

は
、
事
務
局
が
担
当
し
て
い
ま

し
た
が
、今
回
は
趣
向
を
変
え
、

受
講
者
の
岡
山
市
老
連
副
会
長

（
女
性
委
員
）
田
村
満
須
三
様

に
感
想
も
含
め
開
催
状
況
の
報

告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

岡
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

副
会
長
　
田
村
満
須
三
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　平成 26 年 11 月19 日、第３回岡山県高齢者グラウンド・ゴ
ルフ大会が岡山県総合グラウンド「カンコースタジアム」で開
催されました。秋晴れの空の下、350 名の選手が参加し、白
熱した試合に臨む真剣な姿が印象的でした。日頃の練習の
成果を発揮していただけたのではないでしょうか。上位入賞
者は次の通りです。

　今回は第１回、第２回に優勝された久米南町の山本秋野さ
んにこれまでの大会に参加された感想やグラウンド・ゴルフ
に対する思いを伺うことが出来ましたのでご紹介いたします。

男性の部

優　勝 新 見 市 赤木　計雄
準優勝 備 前 市 頓宮　俊一
３　位 倉 敷 市 石原　庸雄
４　位 新 見 市 角田　　裕
５　位 奈 義 町 水江　　保

女性の部

優　勝 倉 敷 市 三木千恵子
準優勝 総 社 市 高見寿和子
３　位 備 前 市 川辺冨久子
４　位 久米南町 山本　秋野
５　位 岡 山 市 黒住　靖子

  グラウンド・ゴルフについて� 久米南町老人クラブ連合会　山本 秋野　

　私がグラウンド・ゴルフと出会ったのは、定年退職後のことでした。元々主人
が先に始めていたのですが、私は定年後に家庭に入って少ししてから、健康のた
めにやってみようと思ったのがきっかけでした。
　現在、グラウンド・ゴルフの練習は、月・水・金の週３回で、用事がないとき
以外は必ず行っています。朝からお昼頃まで練習していますが、長い時はお昼
過ぎても残って仲間と練習しています。練習がある日は、朝からワクワクして出
かけます。特に変わったことはしていませんが、こうやって楽しく練習することが
上達につながるのかも知れませんね。ボールを追いかけていると不思議と元気
になるような気がします。
　試合に出場するようになり、第一回大会で優勝したときは「まさか！」と思い
ましたが、仲間に支えられて優勝できたと思います。さらにありがたいことに、
第二回大会も優勝しました。毎日の練習が実を結び、仲間なくしては連続しての
優勝はなかったと思います。もちろん毎回一緒に練習して、長年そばに居てくれ
る主人の影響も大きいと思います。大会は、勝ち負けが全てではありませんが、
優勝・入賞するとやはりうれしいですし、今後の練習の励みになります。
　グラウンド・ゴルフは、これからも私たち高齢者が和気藹々と活躍できる場で
あってほしいと思います。

岡山県高齢者グラウンド・ゴルフ大会第３回

右端：山本秋野さん
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と ぴ っ く す

和気町

　平成26年の和気町シルバースポーツ大会が和気町益原のわけドームに会員約950名が一堂に会して、開催されました。スポーツを通じて「健康と体力の維持増進と相互の友愛と親睦」を図りました。
　９時30分から開会式、国旗の掲揚、大会長の挨拶、町長の激励の言葉、来賓の祝詞等の後、審判長の競技上の注意があり、続いて選手代表の力強い宣誓があり、最後にラジオ体操により体をほぐして競技に入りました。　競技は、オープン種目5種目　得点種目8種目で競い、間で和気町音頭を会員250名が2重の輪で踊り、盛り上がっていました。　日頃の健康づくりの成果を発揮され、みんな楽しい一日を過ごしました。今日のエネルギーを糧として、今後の活動に活かします。得点集計　優　勝　本荘北チーム　45.5点
　　　　　準優勝　佐伯西チーム　40.0点
　　　　　三　位　石生チーム　40.0点　以上が上位チームでした。※�和気町音頭の制定　作詞を公募し、作曲　振りつけして、平成24年県老連の創立50周年大会に備前地区を代表して披露しました。

和気町老人クラブ連合会　会長　竹内 正

和気町シルバースポーツ大会の開催

井原市

　私達の生活している地区は、広島県との

県境にある山の中、ご縁があって海外に嫁い

だ娘さんが夫の両親に、「これ以上の田舎は

ない」と通訳したという程の山村です。昭和

の市町村合併で後月群三原村から芳井町に

なり、平成の大合併で井原市芳井町三原に

なりましたが、過疎化に、核家族化が進み空

家が増え、若い人や子供もいなくなり小学校

も休校になったままです。
　昭和37年7月13日に「三原老人クラブ」と

して設立、その後「三原福寿会」に改名、現

在会員数は36名（男19名・女17名）で頑張っ

ています。
一、会員研修
◎芳寿大学聴講への参加
◎�出前講座による交通安全、振
り込め詐欺や悪質商法対策
◎�春と秋の交通安全推進大会へ
の参加
◎�芳井地区老連等の上部団体、公
民館及び三原地区社協等関連
団体が行う講習会、シルバー展
等へ積極的に参加しています。

二、奉仕活動
◎クリーン作戦参加
◎�旧三原小学校（芳井公民館三原分館）運
動場清掃
◎�芳井地区老連女性部活動へ協賛し、会
員手製の雑巾を収集し、市内の保育
園、幼稚園、小・中学校、老人ホーム等
へ配布しています。「今年で11年目累計
１万２千枚を超えました。先方様からお
喜びの言葉や、お心のこもったお礼状が
届いております（地区女性部長）。」

三、健康維持
◎�芳井地区老連第29回ゲートボール大会、
第13回グラウンド・ゴルフ大会等毎回参

加しています。
◎�単位クラブにおいても公民館と共催で
地域のグラウンド・ゴルフ大会を開催す
る等、地域と一緒になってスポーツ行事
を積極的に行い、健康づくりに努めてい
ます。
◎�井原市健康医療課及び女性会員の指導
により、男性料理教室を実施し、男性会
員にも食に対する関心を深めて貰い、健
康維持と介護予防に努めています。

四、研修旅行
会員の親睦及び仲間づくりを目的に年１回
実施。又、芳井地区老連及び芳寿大学が
実施する研修旅行へも多くの会員が参加し
ています。

井原市老人クラブ連合会 三原福寿会　会長　田中 晃次
三原福寿会からの活動報告

地区老連研修旅行出前講座開催
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倉敷市

　「では、只今から決勝戦を行います。カラ

オケＢチームと、北の国からチームは檀上に

お上がりください。」競技進行係の呼び出し

に、盛大な拍手と「負けるな。頑張れよ～」と、

それぞれのチームを応援する声、声が熱気溢

れる平田会館会場一杯に響き渡る。「キャプ

テン一歩前に出てください。いきますよ。最

初はグウ・・・。」
　11月９日㈰外は晩秋の冷たい雨が明け方

から降り、準備していた「ふれあいペタンク

大会」が残念ながら中止となった。折角準備

したのだから、屋内で出来ることを何かして、

子供さん達に、平田で過ごした幼い時の楽

しかった思い出と、ふれあいを通して、何か

を胸に刻んでもらいたいと、出場者58名に

呼びかけ実施したのが、「平田ふれあいペタ

ンク大会屋内ジャンケン競技大会」だ。

　平田南北老人クラブが、毎年11月に行っ

ているふれあい行事、参加することによって

顔見知りとなり、あいさつが、そして話し合

ができて、楽しく過ごせる町にしようと平成

の６年から老人クラブが始めた最大のイベン

ト、今年で20回目を迎える。
　昨年までは平田公園で、「平田ふれあいゲー

トボール大会」を開催し、平田町内会・こど

も会・カラオケ同好会、それに老人クラブが

強力チームを編成して、手とり足とり教え教

われつつ、競技の頂点を競い合い、お互い

の健闘をたたえ絆を深めてきた。
　今年は趣を変えてのペタンク大会、屋内で

のジャンケン大会、子供と大人の３位までの

入賞が決り、嬉々とした顔が集まっての記念

撮影。手には賞品とお弁当を掲げて会場を

後にする参加者の笑顔は雨の中にも晴れや

かに輝いていた。「とても楽しかったですよ」

「老人会の皆さん、良い企画をありがとう」と

電話が鳴る。会えば喜び話される。通学す

る子供達が笑いかけて「おはよう」とあいさ

つする。その言葉にその笑顔に、大変だった

準備の疲れも癒され来年もとファイトが湧く

楽しい一日であった。

倉敷市老人クラブ連合会 平田南老人クラブ　扇 順一
ふれあいの輪、大きく

総社市

　前夜の雷がうそのように晴れわたった、さわやかな秋晴れの日、女性委員会のペタンク交流会が行われました。今年で7年目、いきいきシニア総社になって初めてです。
　総社には、世界の“さの”というすばらしい指導者がいます。年1回のペタンク交流会も今年は農繁期と重なり出席者が例年より少なく43名になったのが少し残念でした。
　会員の元気、やる気、いっぱいの晴れやかな顔に、今年も出会うことができました。上手な人が勝つだけでなく、初めての人にもチャンスあり。会場内はシニアの歓声とため息でにぎわいました。

総社市老人クラブ連合会　女性委員長　森上 直子

ペタンク交流会 瀬戸内市

日　時：平成26年11月16日㈰�9:20 ～15:00

場　所：ゆめトピア長船

　　　　（瀬戸内市長船町土師277-4）

テーマ：～であい・ふれあい・ささえあい～

　今年も瀬戸内市老連は男性役員さんがニュ
ースポーツ（輪なげ・スカットボール）

女性部も役員さんと会員さんで、昔遊びコーナ
ーを担当させていただきました。

　ニュースポーツについては、子供たちが投
げた輪を集めたり、カウントしたり、

ボールを拾ったりと大活躍をしました。

　昔遊びは　①�折り紙で、今大人気の妖怪ウォ
ッチのジバニャン・ウィスパーを作っ

たり、その他にも吊し飾りや折り鶴等々
②�ペーパークラフトで消防自動車・パトカー

を

作り交通安全についても意識を高めていた

だきました。
③�県老連地域リーダー研修で習ったリサイク

ル

工作「ペットボトルの水槽」が大人気でした。

　女性部の活動の一つをしっかりＰＲしました
。

　会場は、親子・お友達・グループで参加の方
々

の楽しい会話や笑顔に私共老人クラブ員も
、

テーマのとおりで元気をいただきました。あ
り

がとうございました。

瀬戸内市老人クラブ連合会

せとうち保健福祉フェスタ
2014へ参加
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　115名の全国女性委員の参加者を５名ずつ25グループに分け、「100
万人会員増強運動－女性を増やす取り組みのポイント」と「高齢者の詐欺
被害を防ぐ取り組みのポイント」について、活発な意見交換が行われ、そ
れぞれの部会の発表があり、参考にしていきたい内容となりました。
１．声かけをして誘う
２．体験（行事に誘う）
３．趣味を生かすプログラムを作る
４．健康づくりに誘う
など女性の高齢者パワーに圧倒されました。
　続いて高齢者詐欺被害を防ぐ取り組みの報告

１．誰かに相談する
２．電話を留守電にしておく
３．警察に協力を依頼して、被害防止教室を開催する
４．見守りの時に、一声する
５．被害にあったら警察に届け出る
　二つの大きなテーマをもとに、全会員の約６割を占める女性会員の力
を発揮し、運動推進に繋げていくことを目的に参加者一人一人が自覚し
た２日間でした。
　全老連女性委員の７名委員の中国ブロックは田村満須三さん（岡山市）
が選出されました。

第26回老人クラブ女性リーダーセミナーに参加して

▼ ▼ ▼大学・研修会・講習会

▼ ▼ ▼助成事業

岡山県老人クラブ連合会事業

平成26年度実施事業 平成26年度 実施老連・クラブ・団体 平成27年度 募集予定
地域の元気づくり事業（シルバー基金）

岡山市 南輝学区老人クラブ連合会
岡山市 芳田学区老人クラブ連合会
総社市 総社市老人クラブ連合会
高梁市 玉川親友会
新見市 木谷桜白寿会
浅口市 寄島支部

津山市 津山市老人クラブ連合会
津山市 城西地区老人クラブ連合会
真庭市 湯原支部
西粟倉村 西粟倉村老人クラブ連合会
美咲町 中央支部

市町村老連及び地域
高齢者団体等：6団体
実施区域：市町村老
連、支部・地区老連、
単位クラブ

◎一般高齢者を含めた健康づくり・介護予防事業
○次世代育成・世代間交流支援事業
●友愛活動事業
　実施内容： 上記事業のいずれかの１事業の実施または、

３事業の組み合わせでの実施も可。
　助成金：原則市町村老連10万円以内（単年度）

地域の元気づくり事業（健康づくり・介護予防事業） 岡山市 御津南小学校区
　　　 老人クラブ連合会
瀬戸内市 瀬戸内市老人クラブ連合会
赤磐市 赤磐市老人クラブ連合会

新見市 長屋長寿会
矢掛町 美川老人クラブ下高末支部
勝央町 勝央町老人クラブ連合会

市町村老連及び地域
高齢者団体等：7団体
実施区域：市町村老連、支
部・地区老連、単位クラブ

◎一般高齢者を含めた健康づくり・介護予防事業 単独
　実施内容：高齢者の健康づくりに資する事業
　助成金：原則市町村老連10万円以内（単年度）

地域の元気づくり事業（次世代育成支援事業）
備前市 東鶴山老人クラブ連合会
倉敷市 真備地区老連 川辺支部
倉敷市 児島地区老連 児島支部

高梁市 成羽地域老人クラブ
新見市 足見長寿会
鏡野町 鏡野町老人クラブ連合会

市町村老連及び地域
高齢者団体等：7団体
実施区域：市町村老
連、支部・地区老連、
単位クラブ

○次世代育成・世代間交流支援事業 単独
　実施内容： 見守り活動、安全パトロール、子育て相談

会等世代間交流事業
　助成金：原則市町村老連10万円以内（単年度）

県老連副会長・女性委員長　木戸 由子
県 老 連 女 性 副 委 員 長　森上 直子

出席
報告

開催日：平成26年10月21日～22日　　会場：東京都　全社協　第３～第５会議室
開会挨拶：駒場玲子氏　全国老人クラブ連合会副会長・女性委員長　　挨拶：齊藤秀樹氏　全国老人クラブ連合会　常務理事

事　業　名 平成26年度 平成27年度

老人福祉大学 岡山・倉敷・津山・高梁（各５回）
受講者数834名

岡山・倉敷・津山・高梁（各５回）
募集受講者数900名

高齢者地域リーダー研修会 岡山・倉敷・津山・高梁・東備・美作
（各会場１回）参加者数543名

岡山・倉敷・津山・高梁・東備・美作（各会場１回）
募集参加者数600名

女性リーダー研修会 高齢者地域リーダー研修会と合同開催 小物づくりについては各地区での開催予定
受講対象者：老人クラブ会員及びそれぞれの事業に感心のある地域高齢者など受講できます。

事　業　名 平成26年度 平成27年度
臨 地域包括ケア普及啓発事業研修会（岡山県委託事業） 備前・備中・美作（各１回）　募集受講者数300名

受講対象者：市町村、学区、地区老連役員、単位クラブ役員を対象に制度の説明、老人クラブの役割・関わり方等について研修します。多数の方の受講をお願いします。
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11
月
、「
老
人
ク
ラ
ブ
高
齢

消
費
者
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」の
事
業
の
一
環
と
し
て「
見

守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

が
県
老
連
の
指
導
の
下
、
関
係

機
関
の
協
力
を
得
て
、
瀬
戸
内

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。市
老
連
の
理
事
、

企
画
推
進
部
会
の
委
員
、
及
び

関
係
単
位
ク
ラ
ブ
の
代
表
、
38

名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

依
頼
時
点
で
、「
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
事
業
内
容
、
推
進
に
つ

い
て
、
多
々
不
透
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
が
、「
ど
の
よ
う
に

推
進
す
る
か
」
は
、
取
り
敢
え

ず
「
養
成
講
座
」
を
受
け
て
か

ら
と
い
う
こ
と
で
講
座
を
先
行

し
ま
し
た
。
今
回
の
講
座
は
１

日
限
り
の
講
習
と
い
う
事
で
時

間
的
に
も
制
約
が
多
く
、「
知

識
教
育
」
が
主
と
な
り
、「
考
え

る
、
検
討
す
る
」
と
い
っ
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
少
な
く
、
こ
の

点
は
止
む
を
得
な
い
か
な
と
感

じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
齢
消

費
者
被
害
を
取
巻
く
環
境
（
実

態
、
手
口
等
）、
又
見
守
り
サ

ポ
ー
タ
ー
の
役
割
等
に
つ
い
て

は
良
く
理
解
出
来
ま
し
た
。唯
、

講
座
の
中
で
一
番
指
導
し
て
頂

き
た
か
っ
た
事
業
推
進
に
つ
い

て
、
特
に
「
関
係
機
関
、
団
体

と
連
携
、
協
力
し
た
被
害
防
止

活
動
」、「
広
報
活
動
」
に
つ
い

て
本
来
は
実
施
の
市
老
連
、
単

位
ク
ラ
ブ
で
や
る
事
か
も
知
れ

な
い
が
、「
例
え
ば
…
…
」
と

い
う
こ
と
で
指
導
筋
道
を
示
し

て
欲
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
の
講
座
は
全
体
的
に
意

義
、
タ
イ
ミ
ン
グ
共
、
良
か
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
も

う
一
つ
感
じ
た
こ
と
は
、
こ
の

事
業
が
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化

に
繋
が
り
、
又
地
域
住
民
と
の

よ
り
深
い
「
ふ
れ
あ
い
」、「
助

け
合
い
」
を
助
長
す
る
事
が
大

き
く
期
待
出
来
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
事
を
受
け
、
市
老
連
と

し
て
「
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
」

を
検
討
す
る
こ
と
は
勿
論
で
す

が
、
こ
の
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

事
業
を
こ
れ
か
ら
の
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
の
新
規
共
通
必
須
事
業

と
し
て
推
進
し
て
行
く
事
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
津
山
市
と
浅
口
市
で

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
う

ま
い
話
に
は
罠
が
あ
り
ま
す
！

年
々
増
え
る
被
害
を
少
し
で
も

食
い
止
め
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た

ご
自
身
も
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
リ
ー
ダ
ー
に

な
ら
れ
た
参
加
者
か
ら
会
員
の

皆
様
へ
、ノ
ウ
ハ
ウ
や
ポ
イ
ン
ト

等
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
周

知
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

瀬
戸
内
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
吉
田
建
太
郎

消
費
者
被
害
防
止
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
に
参
加
し
て

　

今
年
も
振
り
込
め
詐
欺
な
ど

の
特
殊
詐
欺
に
よ
る
被
害
は
増

え
続
け
、
昨
年
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
す
。
消
費
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
等
に
寄
せ
ら
れ
る
高
齢
者

の
被
害
相
談
件
数
も
高
齢
者
人

口
の
伸
び
を
上
回
る
勢
い
で
増

え
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

全
老
連
で
は
こ
れ
ら
の
被
害

を
防
ぐ
取
り
組
み
と
し
て
高
齢

者
が
主
体
と
な
っ
て
「
老
人

ク
ラ
ブ
高
齢
消
費
者
被
害
防

止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
始
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
26
年

度
か
ら
28
年
度
の
３
年
間
に
全

都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
で

順
次
取
り
組
む
事
に
な
り
ま
す

が
、
岡
山
県
老
連
は
い
ち
早
く

手
を
挙
げ
事
業
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
岡
山
県
で
は
津
山
市
、
瀬

戸
内
市
、
浅
口
市
の
各
老
連
で

見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
順
次
開
講
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
11
月
17
日
に
開
催

さ
れ
た
瀬
戸
内
市
の
講
座
の
状

況
を
次
の
通
り
、
報
告
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

■事業概要
内容 講師 ポイント 時間

１日目
11/17

①はじめに 見守りサポーターの役割 ・県老連
  事務局
・警察署
・市町村消費
  相談員
・消費生活
  センター

等

事業の目的
（15分）

40分

②基礎知識 消費者トラブルの現状 現状把握
（25分）

③基礎知識 消費者庁作製のDVD学習
「地域の見守り力」

DVD（25分）＋内
容について振り
返り学習（15分）

40分

２日目
11/18

④相互学習 これからの取組みについて 参加者による情
報・意見交換

（30分）

30分

⑤基礎知識 サポーターハンドブックの使
い方

活動のポイント
解説（30分）
質問（10分）

40分

⑥終了 ・見守りサポーターへの期待
・サポーター証授与

市区町村老 連
会長（10分）

10分

　

平
成
26
年
８
月
20
日
に
発
生

し
た
広
島
市
安
佐
地
区
土
砂
災

害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
の
方
々
を
は
じ
め
多

く
の
方
々
の
１
日
も
早
い
復
興

を
願
い
、
岡
山
県
老
連
で
は
11

月
末
を
目
途
に
救
援
拠
金
の
協

力
要
請
と
女
性
委
員
会
に
よ
る

元
気
袋
の
作
製
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
12
月
９

日
、
市
町
村
老
連
よ
り
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
善
意
の
救
援
拠
金

１
５
０
、０
０
０
円
と
お
一
人

お
一
人
の
心
を
込
め
て
作
製

し
て
下
さ
っ
た
元
気
袋
６
６
８

個
を
広
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
へ
寄
託
致
し
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
方
に
は
お
忙
し
い
中
、

救
援
拠
金
と
元
気
袋
作
製
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
ま
た
温
か

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
添
え
て
い
た

だ
き
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

12
月
15
日
、
広
島
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
よ
り
別
添
の
通
り

お
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。
被
災

地
に
お
か
れ
て
は
一
日
も
早
く

平
常
の
生
活
を
取
り
戻
さ
れ
る

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

広島市安佐地区
土砂災害に対する
支援の取り組み

�　2015 年（平成 27 年）2 月 1日



会員の

声

勝
央
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長　

三
木　

正
邦　

80
歳

　

60
歳
が
過
ぎ
た
頃
、
廻
り
番

の
常
会
長
が
廻
っ
て
き
て
、
ま

も
な
く
町
内
会
長
が
亡
く
な

り
、町
内
会
長
ま
で
指
名
さ
れ
、

致
し
方
な
く
受
け
る
破
目
と
な

り
ま
し
た
。
部
落
内
の
こ
と
を

見
聞
き
し
て
い
る
内
、
老
人
ク

ラ
ブ
が
数
名
で
会
長
不
在
の
老

人
ク
ラ
ブ
と
の
有
様
、
早
速
常

会
長
会
議
を
召
集
し
て
、
会
員

を
増
強
し
た
と
こ
ろ
１
９
０
人

の
会
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
様
な
状
態
で
は
と
、
推
薦

さ
れ
勝
間
田
老
人
ク
ラ
ブ
を
発

足
、
町
内
の
中
心
で
あ
り
一
番

大
き
な
ク
ラ
ブ
と
、
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
長
ま
で
も
引
き
受

け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
役
を

受
け
れ
ば
、
次
か
ら
次
へ
と
区

長
を
初
め
、
役
場
か
ら
老
人
福

祉
施
設
の
役
ま
で
と
数
年
は
大

変
で
し
た
。

　

考
え
て
見
れ
ば
、
我
が
身
が

健
康
で
な
い
と
出
来
な
い
と
思

い
、
こ
こ
数
年
温
水
プ
ー
ル
で

１
時
間
歩
き
、
そ
の
後
プ
ー
ル

サ
イ
ド
で
汗
を
流
す
程
の
運
動

を
１
時
間
、施
設
が
月
曜
日「
休

館
」
以
外
毎
日
続
け
、
ま
た
頭

の
体
操
と
し
て
カ
ラ
オ
ケ
の
新

曲
（
発
売
２
ヶ
月
以
内
）
の
唄

を
昨
年
１
年
間
で
４
１
０
曲
覚

え
、
口
に
し
ま
し
た
。
唄
え
ば

声
を
腹
か
ら
出
す
の
で
健
康
に

大
変
良
い
と
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、
身

体
の
中
か
ら
外
か
ら
健
康
を
維

持
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

人
の
世
話
を
す
る
と
云
う
事

は
心
身
共
に
健
康
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
日
々
考
え
る
様
に

な
り
ま
し
た
。
80
歳
の
自
分
の

歳
を
思
う
と
ぼ
ち
ぼ
ち
次
世
代

に
渡
す
事
を
考
え
な
け
れ
ば
と

思
う
昨
今
で
す
。

津
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

城
西
地
区
老
連

 

会
長　

堀
田　

貞
信　

80
歳

　

城
西
老
連
は
10
の
単
位
ク
ラ

ブ
で
結
成
さ
れ
て
お
り
会
員

数
は
４
２
４
名
で
、
そ
の
う
ち

60
％
は
女
性
会
員
で
す
。

　

紹
介
し
た
い
人
は
、
城
西
老

連
副
会
長
兼
女
性
部
長
の
佐
々

木
由
恵
さ
ん
で
す
。
佐
々
木
さ

ん
は
笠
松
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
の

会
長
さ
ん
で
も
あ
り
、
城
西
老

連
の
中
で
唯
一
の
女
性
会
長
さ

ん
で
す
。
昨
年
ま
で
活
動
の
中

心
は
男
性
会
員
で
、
何
と
か
女

性
に
活
躍
の
場
を
と
、
本
年
度

か
ら
女
性
部
長
を
兼
務
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。城
西
老
連
で
は
、

各
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
で
構
成

す
る
運
営
委
員
会
を
、
月
１
回

開
催
し
情
報
交
換
を
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
に
単
位
ク
ラ
ブ
女

性
部
長
を
加
え
る
よ
う
提
案
さ

れ
即
実
施
し
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
、
元
岡
山
県

体
育
指
導
委
員
協
議
会
の
副
会

長
の
肩
書
を
持
ち
、
県
下
は

も
と
よ
り
中
国
地
区
一
円
で
活

動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
実

績
を
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
、

我
々
の
活
動
拠
点
と
な
っ
て
い

る
城
西
公
民
館
を
活
用
し
て
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
た
ん
ぽ
ぽ

（
女
性
中
心
の
趣
味
を
生
か
し

た
研
修
会
）・
に
こ
ト
レ
ス
マ

イ
ル
（
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操

と
そ
の
他
の
健
康
体
操
）・
ク

ラ
フ
ト
ク
ラ
ブ
（
紙
バ
ン
ド
で

籠
や
小
物
作
り
）・
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
等
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
当
初
は
腰
の
重

か
っ
た
女
性
会
員
や
男
性
会
員

も
口
コ
ミ
等
で
参
加
者
が
増
え

う
れ
し
い
悲
鳴
が
出
る
ほ
ど
で

す
。
ま
た
、
地
元
笠
松
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
で
も
、
親
し
い
仲
間

５
人
組
で
銭
太
鼓
・
傘
踊
り
・

昔
懐
か
し
い
南
京
玉
す
だ
れ
等

の
練
習
を
し
て
、
自
前
の
敬
老

会
を
企
画
し
弁
当
作
り
か
ら
余

興
ま
で
を
行
っ
て
、
参
加
者
か

ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
彼
女
は
、
城
西
老
連

に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い

女
性
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

美
咲
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

角つ

石い
し

祖そ

母ぼ

老
人
ク
ラ
ブ

 
大
倉　

昭
徳　

88
歳

　

私
が
住
ん
で
い
る
此
の
地
域

は
標
高
４
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上

の
急
傾
斜
地
な
の
で
ど
ち
ら

を
向
い
て
も
山
ば
か
り
道
路
も

上
り
下
り
で
隣
へ
行
く
に
も

２
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
歩
か
な

け
れ
ば
、
こ
ん
な
土
地
で
の
生

活
は
大
変
な
の
で
す
。
そ
れ
で

も
先
祖
代
々
何
百
年
も
暮
ら
し

て
来
た
の
で
す
が
戦
後
政
治
経

済
が
変
り
、
所
得
倍
増
経
済
成

長
政
策
に
よ
り
職
を
町
外
に
求

め
子
供
達
は
高
校
卒
業
と
同
時

に
会
社
へ
就
職
し
、
若
い
人
達

も
此
の
地
を
離
れ
町
外
に
永
住

し
て
居
り
ま
す
の
で
人
口
は
減

り
、
行
政
機
関
は
閉
鎖
さ
れ
唯

一
の
交
通
手
段
で
あ
る
路
線
バ

ス
も
廃
止
と
な
り
日
常
生
活
に

も
事
欠
く
有
様
で
す
。
こ
ん
な

状
態
な
の
で
高
齢
化
も
進
み
耕

作
地
も
全
面
積
の
半
分
以
上
が

荒
廃
し
て
い
る
の
で
は
？ 

増

え
て
い
る
の
が
猪
ば
か
り
で
、

対
策
に
苦
慮
し
て
居
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
現
在
、
此
の
様
な
状
況
の

中
で
生
活
し
て
い
く
に
は
先
ず

健
康
で
な
け
れ
ば
と
の
思
い
か

ら
サ
ロ
ン
会
等
、
会
合
の
際
、

保
健
看
護
師
の
方
に
来
て
頂
き

血
圧
測
定
、体
力
検
査
を
行
い
、

又
高
齢
者
生
活
習
慣
病
予
防
に

対
す
る
料
理
教
室
、
認
知
症
予

防
講
話
等
々
、
転
倒
防
止
の
為

美
咲
流
コ
ロ
バ
ン
体
操
（
こ
の

体
操
は
講
習
を
受
け
た
を
方
の

健
康
に
感
謝
し
て

女
性
会
員
を
元
気
に
し
て

活
躍
の
場
を
広
げ
、

そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る

佐
々
木 

由
恵
さ
ん

崩
壊
寸
前
の
限
界
集
落
に

 

生
き
る
私
の
思
う
こ
と

佐々木由恵さん

2015 年（平成 27 年）2 月 1日　�

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



指
導
に
よ
る
）
を
行
い
、
転
ば

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
ま

す
。
又
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
て
出
来
る
限
り
助
け
合
っ
て

居
り
ま
す
が
私
の
所
は
昔
か
ら

の
習
慣
で
困
っ
た
と
き
は
お
互

い
に
助
け
合
う
事
は
当
り
前
な

の
で
何
時
で
も
何
処
で
も
皆
さ

ん
助
け
て
下
さ
い
ま
す
の
で
此

の
点
は
安
心
で
す
。
し
か
し
、

こ
ん
な
状
態
な
の
で
後
継
者
が

い
な
い
限
り
こ
の
地
は
崩
壊
す

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
祖
先
伝
来

の
墳
墓
の
地
を
如
何
に
護
る
か

が
大
き
な
課
題
で
す
。

久
米
南
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

女
性
部
副
会
長

 

杉
山　

弘
子　

74
歳

　

私
は
田
舎
の
小
さ
な
町
に
住

ん
で
い
ま
す
。
周
り
の
家
庭
は

ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
で
、
一
人

か
二
人
暮
ら
し
の
生
活
を
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
お
店
も
遠
く
食

料
品
や
日
用
品
を
購
入
す
る
に

も
不
便
な
こ
と
が
多
い
地
域
で

す
。
怪
我
を
し
た
り
、
病
気
に

な
る
と
隣
町
の
お
医
者
さ
ん
ま

で
車
を
頼
ん
で
走
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

病
院
に
行
く
日
以
外
は
、
ほ

と
ん
ど
家
の
中
に
こ
も
り
が
ち

に
な
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
で
２
ヶ
月
に

一
回
程
度
で
す
が
「
い
き
い
き

サ
ロ
ン
」と
い
う
日
を
つ
く
り
、

集
ま
っ
て
手
芸
や
工
作
、
料
理

を
作
っ
て
会
食
を
し
た
り
、
そ

の
他
カ
ラ
オ
ケ
や
季
節
に
よ
っ

て
は
お
花
見
会
や
七
夕
会
な

ど
高
齢
者
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

出
来
る
だ
け
多
く
の
人
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
案
内
を

回
し
ま
す
。
当
日
は
、
愛
育
委

員
さ
ん
が
血
圧
を
測
っ
た
り
、

平
素
の
健
康
に
つ
い
て
相
談
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
最
近
で
は

サ
ロ
ン
の
日
が
近
づ
く
と
、『
行

こ
う
よ
！
』
と
誘
い
合
っ
て
い

る
声
を
聞
く
な
ど
お
互
い
の
近

づ
き
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

最
近
の
こ
と
で
は
、
カ
ラ
ー

軍
手
を
使
う
手
芸
で
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
を
作
っ
た
時
は
、
作
品

を
自
宅
の
玄
関
に
飾
っ
た
り
、

参
加
し
て
い
な
か
っ
た
人
に
作

り
方
を
教
え
た
り
…
生
き
生
き

と
余
暇
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い

る
様
子
も
う
か
が
え
ま
す
。

　

近
年
は
平
均
寿
命
も
延
び
て

き
ま
し
た
が
、
い
く
ら
寿
命
が

長
く
て
も
健
康
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
食
事
や
規
則
正

し
い
生
活
が
大
切
で
す
。
毎
日

の
体
調
に
気
を
つ
け
、
外
に
出

て
近
所
の
人
た
ち
と
語
ら
い
、

趣
味
を
持
っ
て
仲
間
を
広
げ
て

色
々
な
行
事
や
催
し
に
参
加

し
、変
化
の
あ
る
生
活
を
し
て
、

元
気
で
笑
い
の
あ
る
暮
ら
し
を

し
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
ば
か

り
で
す
。

西
粟
倉
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

大お
お

茅か
や

老
人
ク
ラ
ブ

 
金
田　

健
治　

76
歳

　

西
粟
倉
村
で
は
１
０
０
年
の

森
づ
く
り
事
業
が
開
始
さ
れ
て

以
降
、
県
内
外
か
ら
の
若
い
人

た
ち
の
転
入
で
、
人
口
の
減
少

に
ブ
レ
ー
キ
が
掛
っ
た
か
な
と

感
じ
る
昨
今
で
す
が
、
高
齢
者

の
減
少
は
今
も
続
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
の
会
員
増
強
運

動
は
な
か
な
か
困
難
な
問
題
で

す
。
私
の
地
区
の
老
人
会
入
会

の
年
齢
は
65
歳
か
ら
で
す
が
、

対
象
年
齢
の
人
全
員
に
入
会
頂

い
て
も
高
齢
者
の
減
少
に
は
追

い
つ
き
ま
せ
ん
。

　

山
間
地
の
ク
ラ
ブ
共
通
の
悩

み
か
と
思
い
ま
す
。
山
間
地

の
老
人
会
で
は
増
強
よ
り
加

入
率
が
重
要
と
思
っ
て
い
ま

す
。
会
員
は
減
少
し
て
も
加
入

率
１
０
０
％
の
ク
ラ
ブ
と
成
れ

ば
素
晴
ら
し
い
で
は
な
い
で
す

か
？

　

大
茅
老
人
会
は
幸
い
に
も
現

在
の
と
こ
ろ
略
１
０
０
％
の
加

入
率
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
先
輩
か
ら
引
き
継
い
だ

D
N
A
の
結
果
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
現
在
会
を
引
っ
張
っ

て
頂
い
て
い
る
先
輩
方
の
青
年

時
代
の
活
力
が
続
い
て
い
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。
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。
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情 報 交 差 点

高齢者交通安全ニュース岡 山 県 警 察

◆加入促進表彰◆ 25年度に実施した会員加入促進について優秀な成績をあげられた次のクラブに対し、表彰状が贈られました。
26年度事業についても同様の表彰を行いますので、単位クラブ等におかれましては、引き続き、会員加入促進
活動の推進を宜しくお願い致します。

《表彰の対象》
表彰の対象は、「会員加入促進委員会」を設置している市町村老連の単位
クラブで次のいずれかの基準に該当する単位クラブとする。

（単位クラブ）
① 30人以上の単位クラブで平成26年4月1日の会員数が、前年同日（平

成25年4月1日）より10パーセントの増員数（純増）以上であること。
② 新規に設立されたクラブ又は、休会・解散したクラブを復活させたクラ

ブであること。　該当期間　平成25年4月1日〜平成26年3月31日
③その他、県老連会長が特に認めた場合。
　※②、③においても30人以上とします。

岡山市

泉田白寿会
中川三楽会
湊あずま会
浦安本町年長クラブ
芳泉町福寿会
半田町老人クラブ福寿会
新屋敷町有楽会
友愛会

倉敷市

平田南老人クラブ
中庄康寿会
亀山福寿会
西坂老笑会
早高尚歯会
下庄下喜楽会
如蘭社福寿会
矢住寿老人クラブ
鶯ケ丘長寿クラブ
内田上楽々会
菰池茶の実会
沖熊第二福寿クラブ
田之浦第１若潮会

倉敷市

小川第一長寿会
大畠第３わしゅう会
柳田第一親睦会
琴峰長寿会
上郷老人クラブ
八幡東睦会
沙美西老人クラブ
船穂町一之丁一之会��南

津山市

田中健康クラブ
三浦老人クラブ
高野２区　東雲会
池ケ原　福寿会
宇野　長寿会
工門　長寿会
長谷ローロー会
きふね　長寿会

笠岡市

富岡寿康会
城見台末広会
新横島第一クラブ
山口前老人クラブ

井原市 共南老人クラブ

井原市
種長寿クラブ
宇戸谷万寿会
木之子（中）慎思クラブ

総社市
四軒家鳥形会
岡谷もみじ会
古地地区清寿会

高梁市 金平長寿会
備前市 今崎老人クラブ
新見市 足立再青クラブ

瀬戸内市
西町万年青会
前島老人会
邑久駅前だんだん会

赤磐市

立川悠遊クラブ
正崎老人クラブ和楽会
福寿会
山緑会
四つ葉会
可真上老人クラブ
桜が丘東４・５丁目
老人クラブ
佐伯北上老人クラブ

浅口市
鴨西老人福祉会
みどりヶ丘緑寿会

和気町

日笠下老人クラブ
田原上悠楽会
津瀬老人クラブ
苦木老人クラブ

鏡野町
古川芳寿会
和田老人クラブ

新規クラブ（1団体）
笠岡市 関戸長楽会

県老連会長が特に認めた場合（1団体）
高梁市 中井長寿クラブ

復活クラブ（2団体）
倉敷市 西阿知町新田ニコニコ会
総社市 新本老人クラブ若輝会

合計：74団体（14市町村）

高齢者の交通死亡事故発生状況（平成26年中）
● 県 内 の 死 者 90人（前年対比　－17人）
● 6 5 歳 以 上 58人（前年対比　± 0人）
● うち75歳以上 39人（前年対比　＋ 5人）

【平成 26年中高齢者の交通死亡事故状況】 【高齢者年代別･男女別交通事故死者数】

◎80 歳以上の女性が多く被害に！◎ 高齢者が全死者の 64.4％を占め､歩行中の被害が多い！
※65歳以上の方を高齢者として統計しています。

交通事故防止のポイント！
・ 外出したら、帰宅するまで気を抜かず、特に道路の横断時は左右の確認をしましょう。
・ 加齢により視力や聴力、歩く速度は低下します。より慎重な行動をしましょう。
・ 交差点付近で事故が多発しています。人も車もお互いに道を譲り合いましょう。

・ 雪が降ったり路面が凍結して慌てることのないよう、冬用タイヤへの履き替えなど冬支度をしておきましょう。
・ 窓ガラスに付いた霜や雪は全ての窓からを取り除き、視界を確保しましょう。
・ スピードを控えて車間距離を保ちましょう。

全死者の
64.4％が
高齢者！！

0 5 10 15 20 25

65 ～ 69歳

70～ 74歳

75～ 79歳

80歳～

5人 5人 10人
男性

女性

6人 3人 9人

12 人 4人 16人

6人 17人 23人

（人）

ドライバーの
皆さん！

冬支度は万全です
か？ドライバーの

皆さん！

冬支度は万全です
か？ドライバーの

皆さん！

冬支度は万全です
か？

歩行中
27人

高齢死者
58人

四輪車
乗車中
17人

自転車
乗車中
12 人

二輪車
乗車中
2 人

高齢者
以外
32 人

老人クラブ等
加入
9人

高齢者
58人

老人クラブ等未加入
49人

全死者
90人

2015 年（平成 27 年）2 月 1日　�



老人クラブ傷害保険付帯

賠償責任保険のご案内
10月1日から

1年間補償
クラブ会員、全員
一括で加入の場合
のみ中途加入可

2014年

新発売
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老人クラブは、おおむね60歳以上の高齢者が地域で自主的に参加しているクラブです。
市町村の老人クラブを県老連でとりまとめています。高齢者の経験、知識を生かし、地域
社会に貢献するとともに、生きがいと健康づくりのために相互に支え合うことを目的とし
て運営されています。

老人クラブとは

（発行部数：50,000 部）

発行：（公財）岡山県老人クラブ連合会
　〒700-0807 岡山市北区南方2丁目13番1号
　岡山県総合福祉・ボランティア・NPO 会館
 （きらめきプラザ内） 
　TEL（086）226-2877  FAX（086）226-2881

企画・印刷：昭和印刷株式会社
　岡山市南区豊成 3-1-27  TEL（086）264-6110

岡 山 県

■会 員 数

　　　161,902 人
■クラブ数
　　　2,834 クラブ

（平成26年3月末現在）

平成26年度
2月17日㈫・18日㈬ 市町村老連正副会長会議

2月24日㈫ 市町村老連事務担当者会議
2月25日㈬ 県老連第28回女性委員会総会
2月25日㈬ 次世代育成支援リーダー養成講習会
3月16日㈪ 平成26年度第２回県老連理事会
3月16日㈪ 平成26年度第３回県老連評議員会
3月25日㈬ 地域の元気づくり事業報告会

平成27年度
4月下旬 中国ブロック県・指定都市老連連絡協議会 山口県

5月22日㈮ 平成27年度第１回県老連理事会
6月12日㈮ 平成27年度定時県老連評議員会

7月 9日㈭・10日㈮ 中国・四国ブロック老人クラブリーダー研修会 広島市

県老連等の行事予定

平成27年度（第40次） 岡山県老人福祉大学　日程（予定）

岡 山
岡山県総合福祉会館

倉 敷
くらしき健康福祉プラザ

津 山
津山市総合福祉会館

高 梁
高梁文化交流館

６月 5日㈮ 10日㈬ 16日㈫ 25日㈭
７月 8日㈬ 14日㈫ 24日㈮ 17日㈮
９月 2日㈬ 11日㈮ 4日㈮ 14日㈪

10月 2日㈮ 20日㈫ 28日㈬ 14日㈬
11月 6日㈮ 27日㈮ 25日㈬ 12日㈭
� ※講師の都合により日程が変更することがあります。

平成27年度高齢者地域リーダー研修会　日程（予定）

岡山 6月29日㈪ きらめきプラザ

美作 7月 3日㈮ 湯郷地域交流センター

倉敷 7月28日㈫ くらしき健康福祉プラザ

高梁 8月27日㈭ 高梁総合文化会館　他

津山 9月17日㈭ 津山市総合福祉会館

東備 9月30日㈬ 桜が丘いきいき交流センター
� ※日程は講師の都合により変更することがあります。

編 集 後 記
　2014年に起きた交通事故の死者数が全国的にも岡山県でも減少し
たとのニュースは喜ばしいことですが、しかし65歳以上の高齢者が全
体を占める割合は64.4％と高く、依然として高齢者が事故に巻き込ま
れている現状が伺えます。
　自動車運転中は無理をしないこと、徒歩の場合は横断歩道を使用
する、夜間外出時は反射材のついた夜光たすきを着用するなど、簡単
なことから身を守っていきましょう。
　また、昨年は特殊詐欺被害についても新聞などで大きく誌面を占め、
ニュースなどで取り上げられることも少なくありませんでした。昨年１月
から11月までの全国の被害額は約498億円、岡山県だけでも約7.5億
円の被害。大きな金額です！
　日頃からアンテナを張り、知識を得ることも大事ですが、知らない
会社から突然、電話がかかったり、郵便等が届いた場合は、消費生
活センターをはじめ、家族や友人、近所の人等を巻き込んで相談して
欲しいと思います。
　本年も充実した誌面作りに向け、頑張りますのでどうぞよろしくお願
い致します。

頑張れる熟年

　「第21回無事故・無違反チャレンジ200日」の基準に鏡野町交通安全対
策協議会の中で「老人クラブもチャレンジしませんか？」との声に地域会長
会に提案を致しました。唯一の申し出が中谷地区連合から有りました。
　10名１チームの内容は60歳代１名、80歳代１名の高齢者集団でした。
最年長は当て職等で片道２時間の岡山迄、月平均２回以上運転すると
の事。しかし無事達成し、全員安堵の笑顔を鏡野テレビに映す事が出
来ました。
　９月22日、岡山市にて警察本部長・交通安全協会より感謝状が贈られ、
達成感に再度浸りました。
　高齢仲間として会員一人一人の交
通安全意識を高め、痛ましい交通
事故が発生しない事を願い、事故
ゼロを目指して高齢者・交通弱者
が安心して過ごせる活動を進めると
して『第22回無事故・無違反チャ
レンジ200日』に引き続きチャレン
ジして居る事も申し添えておきます。

鏡野町老人クラブ連合会　会長　安藤 美雄

交通安全
県民運動
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